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いかず、ホッとしているところです。

3.　ロータリーの目的が、ロータリー精神を体得した人を1
人でも多く作り、住みよい社会を築くことだとすると、会員増
強はロータリアンの永遠の課題でもあります。
　会員増強は、クラブの活性化、元気なクラブ作りによって
達成されるものと思います。地域で元気に奉仕プロジェクト
を実施しているクラブには、誰もがその仲間に入りたいと思
いますし、クラブの会員も新たなメンバーを入会させ、更な
る活動に邁進したいと思うでしょう。活動が停滞し、元気の
ないクラブに入りたいと思う人はいません。ロータリアン一人
ひとりが会員増強の必要性を充分感じ、仲間との信頼関
係を繋ぎ、元気なクラブ作りが出来れば自ずと会員の増強
が出来ると確信します。

4.　ところで、会員増強というと必ず質か量かの問題が議
論されます。これはロータリーの永遠に繰り返される問題で
す。私はクラブには、適正な規模の会員数というものがある
と思います。世界中には何百人もの会員数を誇るクラブも
ありますが、あまりにも会員数が増えすぎて会員同士一度
も話し合ったことがないというのもいかがかと思います。た
とえ会員数が少なくても、会員がそれぞれ信頼し合いロー
タリーを楽しみながら奉仕活動をしているのであれば、会
員数に拘る必要はないと思います。1905年シカゴで生ま
れたロータリーは、ポール・ハリスも含めて4人の会員から
始まったものですから。

5.　さて、4月に行われた地区研修協議会において、当地
区の最大の課題は、「会員の高齢化と減少」だと話したと
ころ、一部会員から高齢者がなぜ悪いのかとの反論がな
されました。私は、高齢会員が悪いと言っているのではな
く、誰も毎年1つずつ年をとっていくので、若い人が入らなけ
ればクラブが自然消滅してしまうということを説明しました。
平均年齢が若いクラブが、より活動的であることは間違い
ありません。若い人と活動を共にすることにより、肉体的に
は高齢でも、精神的に張りのある活動的なロータリーライフ
を楽しむことが出来るのだと思います。

地区スローガン　

「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、
千葉から世界を変えていこう！」
国際ロータリー第2790地区　2022-23年度　
ガバナー　小倉　純夫（松戸RC）

「会員増強は何のためにするのかを考える」
1.　今月は、会員増強・新クラブ推進月間です。今年度
ジェニファーE.ジョーンズRI会長は、我 ガ々バナーに対し、
会員増強と新しいクラブを2つ作るよう要請されました。会
員増強はガバナーの任務の1つであり、会員基盤の向上は
RIの至上命題です。前年度RI会長も全世界で130万人
の会員を目指し、「Each one, bring one」を提唱されまし
たが、その実現は叶いませんでした。掛け声ばかりでは、会
員の増強は出来ないことは明らかです。

2.　今やロータリーは世界的な慈善団体としてその組織
の維持拡大のために、多大の費用がかかっています。その
ため、会員増強が強く主張されています。ロータリーの歴史
は、会員増強の歴史と言っても過言ではありません。特に、
ここ20年来のRIの組織運営の柔軟性（一業種一人の原
則の廃止、例会数の減少、出席義務の緩和等）やSRF
（ロータリー未来形成委員会）の提唱は会員減少に対する
危機感から生じたものです。当地区でも、1996年をピークに
会員の減少が続いています。その原因は、クラブの歴史や
地域性により様々です。私はコロナ禍の中で退会者は300
人を超すのではないかと危惧していましたが、そこまでは
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国際ロータリー 第 2790地区
2022-23年度 地区幹事長

織田　信幸（松戸RC）

　昨年、10月の第1回ガバナー補佐会議を皮切りに地
区委員長合同会議、三大セミナー（地区チーム研修セ
ミナー、会長エレクト研修、地区・研修協議会）を経
て、いよいよ小倉ガバナー年度がスタートしました。
　振り返るとこの間、小倉ガバナーがGエレクトと
して召集した会合は常にコロナとの戦いでありました。
　コロナ感染者数が高止まりする中、各会議やセミ
ナーをどのような形でどう実施すべきか、千葉県か
ら発表される感染者数と感染予防対策指針に神経を
注ぎながらどこまでが許され、どこまでが常識的な
のかを模索する毎日でありました。
　小倉ガバナーは会議の運営は「出来るだけ対面式
で行い、進め方も一方的に発するのではなく意見を
交換し合う会議がより充実したものになる」とのお
考えがあり、幹事長としてはその意に沿うべく事務
局や会場設営側と何度も打ち合わせを重ね、且つ、会
議に出席する方の立場や意見も尊重しつつ細心の注
意を払っての実施でありました。
　年末に落ち着いていた感染者数は年が明けてから
爆発的に拡大し、1月21日～3月21日までの「まん延防
止等重点措置」発令期間は本当に苦慮しました。
　この重点措置期間中に招集した地区チーム研修、
PETS第一日目は対面式とリモートを併用したハイ
ブリッド形式の会議で行い重点措置が解除された3月
26日のPETS第二日目はインパーソンでの実施であ
りました。
　とは言え当然、出席者の中にはいくらまん延防止
等措置が解除されたとはいえ、高止まりする感染者
数からインパーソンでの出席に躊躇する会員もいる
のではとの思いもあり、出席が叶わなかった方には
セミナーの模様を録画し、地区HP上からYouTubeで
視聴が出来る措置も取らせて頂きました。4月29日
に開催した地区研修・協議会はそれまでとは出席者
数が数段（約800名）多く非常に不安と心配が渦巻く

中、何とかインパーソンでの開催に漕ぎ着けること
が出来ました。
　感染予防対策上、昼食を無くし午後からの開催と
いうタイトなスケジュールでありましたが、ロータ
リアンの友情を持ってご理解ご協力頂けたことは本
当にありがたく、出席者の皆様には深く感謝する次
第であります。
　さて、この挨拶文が出る頃にはガバナー公式訪問
も始まっております。
　依然、クラブに依っては例会を引き続きハイブ
リッド形式で行っているクラブや食事が復活してい
ないクラブもあろうかと思います。コロナ前と全く
同じ状態に戻るにはもう少し時間が必要かもしれま
せん。しかし、世の中はコロナを受け入れながら以前
のような生活を取り戻し、社会経済活動を如何に遅
滞させることなく拡大していくか？正にコロナとの
共生、Withコロナの段階に入って来ておりAfterコロ
ナを見据えた行動様式に移行しつつあります。何と
か通常の形での公式訪問が出来ますことを切に願っ
ております。
　又、10月に開催予定の地区大会（8，9日開催）は当初
の目論見では「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、千
葉から世界を変えて行こう！」という地区スローガン
の下、大会二日目最後にコロナ収束を祝う大懇親会
を盛大に行う予定でありましたが現時点では難しそ
うであります。大会実行委員会では大懇親会に代わ
るものとして地区内ロータリアン企業が取り扱う商
品の大物産展を開催し、千葉から世界へ平和友好の
メッセージを発信して行きたいと考えております。
3年振りのインパーソンで開く地区大会へひとりで
も多くの皆様にご参加頂けるよう万全を期して取り
組んでまいりますのでどうかよろしくお願いいたし
ます。

幹事長に就任して
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国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
管理運営統括委員会
統括委員長

吉田　理愛（勝浦RC）

　2022-23年小倉純夫ガバナー年度の管理運営統括
委員会は、矢代秀明委員長（浦安ベイRC）率いるクラ
ブ奉仕・会員増強・基盤向上委員会、日暮幸信委員長
（松戸RC）率いる広報・公共イメージ向上委員会、渡
辺智志委員長（茂原RC）率いるフェローシップ・親睦
活動委員会、周藤行則委員長（浦安RC）率いるRLI推
進委員会、そして新たに新設された池田勝之委員長
（千葉RC）率いるICT推進委員会の５委員会で構成
されております。
　RI会長、ジェニファーE.ジョーンズ氏はテーマを
「IMAGINE ROTARY」と発表されました。
　中でも私が特に印象的だと感じたところは、
「大切なのは会員にとっての心地よさと配慮であり、

積極的な参加こそが会員の維持にとって重要であ

り、会員がロータリーに何を期待するかと尋ねた上

で、果たしがいのある責任を会員に与えることが必

要」と述べられた点です。
　そして、小倉ガバナーの発表された地区スローガ
ンは、「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、千葉から
世界を変えていこう！」、第２スローガンとして「ロー
タリーを楽しみながら、地域で、そして世界で良いこ

とをしよう！」と発表されました。
　ロータリーの基本は、「親睦」と「奉仕」です。
　管理運営統括委員会の役目は、特に「親睦」に重点
が置かれているかと思います。
　5つの委員会は、それぞれ独立した委員会ではあり
ますが、委員会同士連携しあい、地区内82クラブの活
性化、さらには元気なクラブ作りと、活発な奉仕活動
の支援へと繋げたいと思います。
　主役はクラブです。
　やはり、ロータリーは楽しくなければ継続できま

せん。それはクラブの会員増強、基盤向上にも繋がり
ます。
　クラブ奉仕・会員増強・基盤向上委員会は、オープ
ン例会のノウハウなど、会員増強のお手伝いを致し
ます。是非、卓話にお呼び下さい。
　広報・公共イメージ向上委員会は、今年度、第2790
地区公式LINEアカウントを開設します。各クラブの
奉仕プロジェクト活動情報などを配信していきま
す。また、奉仕活動のプレスリリースのお手伝いも致
します。
　フェローシップ・親睦活動委員会では、昨年に引き
続き、「千葉県ロータリーマップ」の充実を図ります。
積極的にご利用頂き、ライフワークにロータリーを
浸透させて下さい。また4つの同好会（野球リーグ、二
輪の会、スリランカクラブ、女性交流会）にも是非、ご
参加下さい。
　そして何よりも、ロータリーをもっと楽しむ為に
は、ロータリーを、より知ること、理解することが重要
です。
　RLI推進委員会主催のRLI研修セミナーに参加し、
他クラブのお仲間と存分にロータリー談義を交わし
て下さい。
　ICT推進委員会は、クラブと共にそれぞれの特性
を考慮したオンライン方式、或いはハイブリッド方
式での例会チャレンジのお手伝いを致します。
　積極的にロータリー活動に参加し、人生を豊かに、
新たなロータリーライフに挑戦し、ロータリーを楽
しみませんか？管理運営統括委員会では、全力でク
ラブのサポートをして参る所存です。
　１年間、どうぞ宜しくお願いいたします。

統括委員長
就任挨拶
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国際ロータリー 第 2790地区
2022-23年度 地区幹事長

織田　信幸（松戸RC）

　昨年、10月の第1回ガバナー補佐会議を皮切りに地
区委員長合同会議、三大セミナー（地区チーム研修セ
ミナー、会長エレクト研修、地区・研修協議会）を経
て、いよいよ小倉ガバナー年度がスタートしました。
　振り返るとこの間、小倉ガバナーがGエレクトと
して召集した会合は常にコロナとの戦いでありました。
　コロナ感染者数が高止まりする中、各会議やセミ
ナーをどのような形でどう実施すべきか、千葉県か
ら発表される感染者数と感染予防対策指針に神経を
注ぎながらどこまでが許され、どこまでが常識的な
のかを模索する毎日でありました。
　小倉ガバナーは会議の運営は「出来るだけ対面式
で行い、進め方も一方的に発するのではなく意見を
交換し合う会議がより充実したものになる」とのお
考えがあり、幹事長としてはその意に沿うべく事務
局や会場設営側と何度も打ち合わせを重ね、且つ、会
議に出席する方の立場や意見も尊重しつつ細心の注
意を払っての実施でありました。
　年末に落ち着いていた感染者数は年が明けてから
爆発的に拡大し、1月21日～3月21日までの「まん延防
止等重点措置」発令期間は本当に苦慮しました。
　この重点措置期間中に招集した地区チーム研修、
PETS第一日目は対面式とリモートを併用したハイ
ブリッド形式の会議で行い重点措置が解除された3月
26日のPETS第二日目はインパーソンでの実施であ
りました。
　とは言え当然、出席者の中にはいくらまん延防止
等措置が解除されたとはいえ、高止まりする感染者
数からインパーソンでの出席に躊躇する会員もいる
のではとの思いもあり、出席が叶わなかった方には
セミナーの模様を録画し、地区HP上からYouTubeで
視聴が出来る措置も取らせて頂きました。4月29日
に開催した地区研修・協議会はそれまでとは出席者
数が数段（約800名）多く非常に不安と心配が渦巻く

中、何とかインパーソンでの開催に漕ぎ着けること
が出来ました。
　感染予防対策上、昼食を無くし午後からの開催と
いうタイトなスケジュールでありましたが、ロータ
リアンの友情を持ってご理解ご協力頂けたことは本
当にありがたく、出席者の皆様には深く感謝する次
第であります。
　さて、この挨拶文が出る頃にはガバナー公式訪問
も始まっております。
　依然、クラブに依っては例会を引き続きハイブ
リッド形式で行っているクラブや食事が復活してい
ないクラブもあろうかと思います。コロナ前と全く
同じ状態に戻るにはもう少し時間が必要かもしれま
せん。しかし、世の中はコロナを受け入れながら以前
のような生活を取り戻し、社会経済活動を如何に遅
滞させることなく拡大していくか？正にコロナとの
共生、Withコロナの段階に入って来ておりAfterコロ
ナを見据えた行動様式に移行しつつあります。何と
か通常の形での公式訪問が出来ますことを切に願っ
ております。
　又、10月に開催予定の地区大会（8，9日開催）は当初
の目論見では「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、千
葉から世界を変えて行こう！」という地区スローガン
の下、大会二日目最後にコロナ収束を祝う大懇親会
を盛大に行う予定でありましたが現時点では難しそ
うであります。大会実行委員会では大懇親会に代わ
るものとして地区内ロータリアン企業が取り扱う商
品の大物産展を開催し、千葉から世界へ平和友好の
メッセージを発信して行きたいと考えております。
3年振りのインパーソンで開く地区大会へひとりで
も多くの皆様にご参加頂けるよう万全を期して取り
組んでまいりますのでどうかよろしくお願いいたし
ます。

幹事長に就任して
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国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
管理運営統括委員会
統括委員長

吉田　理愛（勝浦RC）

　2022-23年小倉純夫ガバナー年度の管理運営統括
委員会は、矢代秀明委員長（浦安ベイRC）率いるクラ
ブ奉仕・会員増強・基盤向上委員会、日暮幸信委員長
（松戸RC）率いる広報・公共イメージ向上委員会、渡
辺智志委員長（茂原RC）率いるフェローシップ・親睦
活動委員会、周藤行則委員長（浦安RC）率いるRLI推
進委員会、そして新たに新設された池田勝之委員長
（千葉RC）率いるICT推進委員会の５委員会で構成
されております。
　RI会長、ジェニファーE.ジョーンズ氏はテーマを
「IMAGINE ROTARY」と発表されました。
　中でも私が特に印象的だと感じたところは、
「大切なのは会員にとっての心地よさと配慮であり、

積極的な参加こそが会員の維持にとって重要であ

り、会員がロータリーに何を期待するかと尋ねた上

で、果たしがいのある責任を会員に与えることが必

要」と述べられた点です。
　そして、小倉ガバナーの発表された地区スローガ
ンは、「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、千葉から
世界を変えていこう！」、第２スローガンとして「ロー
タリーを楽しみながら、地域で、そして世界で良いこ

とをしよう！」と発表されました。
　ロータリーの基本は、「親睦」と「奉仕」です。
　管理運営統括委員会の役目は、特に「親睦」に重点
が置かれているかと思います。
　5つの委員会は、それぞれ独立した委員会ではあり
ますが、委員会同士連携しあい、地区内82クラブの活
性化、さらには元気なクラブ作りと、活発な奉仕活動
の支援へと繋げたいと思います。
　主役はクラブです。
　やはり、ロータリーは楽しくなければ継続できま

せん。それはクラブの会員増強、基盤向上にも繋がり
ます。
　クラブ奉仕・会員増強・基盤向上委員会は、オープ
ン例会のノウハウなど、会員増強のお手伝いを致し
ます。是非、卓話にお呼び下さい。
　広報・公共イメージ向上委員会は、今年度、第2790
地区公式LINEアカウントを開設します。各クラブの
奉仕プロジェクト活動情報などを配信していきま
す。また、奉仕活動のプレスリリースのお手伝いも致
します。
　フェローシップ・親睦活動委員会では、昨年に引き
続き、「千葉県ロータリーマップ」の充実を図ります。
積極的にご利用頂き、ライフワークにロータリーを
浸透させて下さい。また4つの同好会（野球リーグ、二
輪の会、スリランカクラブ、女性交流会）にも是非、ご
参加下さい。
　そして何よりも、ロータリーをもっと楽しむ為に
は、ロータリーを、より知ること、理解することが重要
です。
　RLI推進委員会主催のRLI研修セミナーに参加し、
他クラブのお仲間と存分にロータリー談義を交わし
て下さい。
　ICT推進委員会は、クラブと共にそれぞれの特性
を考慮したオンライン方式、或いはハイブリッド方
式での例会チャレンジのお手伝いを致します。
　積極的にロータリー活動に参加し、人生を豊かに、
新たなロータリーライフに挑戦し、ロータリーを楽
しみませんか？管理運営統括委員会では、全力でク
ラブのサポートをして参る所存です。
　１年間、どうぞ宜しくお願いいたします。

統括委員長
就任挨拶
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国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
地区奉仕プロジェクト委員会
統括委員長　

藤﨑　泰裕（千葉西RC）

　奉仕プロジェクトは、地元地域から国際社会にいたる
まで、幅広い活動です。ロータリークラブが取り組める
有意義なプロジェクトは無数にあります。しかし、クラ
ブが一度に何もかもできるわけではありません。そこ
で、社会奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年奉仕・地区
学友会委員会・環境委員会と共に、各クラブに最もふさ
わしいプロジェクトに役立つリソースをご紹介して参

　また、ロータリー財団の補助金申請の際は、上記の重点
分野の方針に沿ったものであることをご確認ください。
　指定文字数内に、収まりませんので、QRコードで「プ
ロジェクトの流れ（ライフサイクル）に役立つリソース」
と「重点分野の基本方針」についてご紹介させていただ
きます。

ります。
　そして、ロータリーは、重大な人道的問題とニーズを
反映した重点分野を定めています。
　これらの分野に重点を置いて活動することで、大きな
インパクトを地域的や世界的に与えることが出来ると
思われます。

統括委員長
就任挨拶

　1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
青少年プログラム統括委員会　
統括委員長　

佐藤　孝彦（浦安RC）

統括委員長
就任挨拶
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　ジェニファーE.ジョーンズRI会長は所信表明の中で
青少年育成について触れられています。青少年の育成、
積極的なロータリー活動の推進支援を強調されていま
す。地域に根差した奉仕活動を考えるうえで、地域社会
の青少年に対し、経験豊富なロータリアンが働きかけ
ていくことはロータリー活動を考えるうえで非常に重
要なことと考えます。学校教育では学べない貴重なも
のを私たちロータリアンは地域の青少年に私たちの経

験を通してアピールすることができると思います。青
少年プログラムへのご理解、何卒よろしくお願いいた
します。
　青少年プログラムは主に４つの委員会から成り立っ
ています。インターアクト、ローターアクト、青少年交
換、RYLAです。各々素晴らしい活動内容を持っていま
すが、残念ながら、広く認知されているとは言い切れな
い状態です。青少年プログラムを持ったクラブでは大
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きな努力と積極的な活動でプログラムへの認知が啓発
されている一方、プログラムを持っていないクラブに
おいては、何を言っているのか全く分からない状態と
いっても過言でないほど、活動内容が知られていま
せん。
　プログラムを持って活動してゆくことは大きな苦労
を伴いますが、プログラムを持つことでロータリー活
動全てに理解が深まるとともに、クラブ活性化にもつ
ながるものであります。各クラブの青少年プログラム
へのご理解、ご参加を願ってやみません。以下、各プロ
グラムについて活動内容をご紹介したいと思います。
本稿お読みになりご参加のお気持ちありましたら、ぜ
ひとも地区委員会へお問い合わせください。よろしく
お願いいたします。
　【インターアクトクラブ（IAC）】高等学校内のクラブ
活動であるインターアクトクラブの学校内や地域での
ボランティア活動を提唱ロータリークラブとともに活
動を支援していきます。学校での顧問教諭や千葉県高
等学校文化連盟の協力を得て年次大会、国外研修、指導
者講習会を行い、ロータリーファミリーの一員として
の育成を支援します。
　第2790地区では13のインターアクトクラブがあり総
数141名の部員がいます。各インターアクトクラブ、提
唱クラブを紹介します。
　　成田高校IAC（部員1）提唱：成田RC
　　木更津総合高校IAC（11）提唱：木更津東RC
　　千葉県立千葉商業高校IAC（53）提唱：千葉西RC
　　千葉県立大原高校IAC（10）提唱：大原RC
　　千葉県立茂原樟陽高校IAC（14）提唱：茂原RC
　　千葉県立館山総合高校IAC（8）提唱：館山RC
　　千葉県立安房拓心高校IAC（2）提唱：千倉RC
　　千葉経済大学付属高校IAC（6）提唱：新千葉RC
　　愛国学園大学附属四街道高校IAC（0）提唱：四街道RC
　　千葉黎明高校IAC（12）提唱：八街RC
　　光英VERITAS高校IAC（4）提唱：松戸RC
　　東海大学付属市原望洋高校IAC（3）提唱：市原中央RC
　　市原中央高校IAC（17）提唱：市原RC
　【ローターアクトクラブ（RAC）】昨年度からローター
アクトクラブはロータリアンと同等なRIの正式なメン
バーとしてRIから認められ、人頭分担金も発生してい
ます。地区では、危機管理委員会委員に委嘱されていま
す。RACは提唱クラブと協力し、地区内のロータリーク
ラブと交流しながら、独自の地域に密着した継続的な
奉仕活動を行っています。定期的に会長幹事会を開き、
地区年次大会を開いており、全国ローターアクト研修
会に参加しています。第2790地区では、6つのローター
アクトクラブがあり、総数45名の会員がいます。各ロー

ターアクトクラブ、提唱クラブを紹介します。
　　習志野中央RAC（会員数5）提唱：習志野中央RC
　　茂原RAC（0）提唱：茂原RC・茂原中央RC
　　千葉科学大学RAC（24）提唱：銚子RC・銚子東RC・旭RC
　　市原中央RAC（5）提唱：市原中央RC
　　千葉マリンRAC（5）提唱：千葉若潮RC
　　佐倉中央RAC（2）提唱：佐倉中央RC
　　鴨川RAC（4）提唱：鴨川RC
　【青少年交換】青少年の育成と世界平和を目的として
日本を担う人材育成に努めています。単なる語学研修
ではなく、派遣先での成長、交流を通して、世界平和を
目指しています。受入学生を通して、ホストクラブとの
国際交流を目指しています。帰国後には青少年交換学
友（ROTEX）として、後輩の指導、受入のケアを担って
います。
　本年度は長期3名の受入（IBS）2名の派遣（OBS）短期3
名IBS、3名OBSとなっております。出身国、派遣国、スポ
ンサークラブを紹介します。
　　IBS、 長期　女　出身国　インド（君津RC）
　　　　 　　　 男　　　　　デンマーク（松戸RC）
　　　　 　 　　女　　　　　アメリカ（勝浦RC）
　　 　　 短期　女　　　　　アメリカ（佐倉RC）
　　　　 　 　　女　　　　　アメリカ（松戸RC）
　　　　       　 女　　　　　アメリカ（八千代RC）
　　OBS、長期　 女　派遣国　インド（君津RC）
　　　　　　     女　　　　　デンマーク（松戸RC）
　　　     短期　女　　　　　アメリカ（佐倉RC）
　　　　　　     女　　　　　アメリカ（松戸RC）
　　　　　        女　　　　　アメリカ（八千代RC）
　【RYLA（ロータリー青少年指導者育成プログラム 
Rotary Youth Leadership Awards）】14才から30才の青
少年を対象としています。地元で活躍する人、豊かな経
験を持つ人とともに、青少年にコミュニケーションや
問題解決のスキルを磨いて頂きます。講演や、仲間を通
じた交流から、自分の可能性を発見し、行動につなげ、
楽しみながら生涯にわたり続く友情を培い、学校や地
元地域で、活躍するリーダーとなってもらうことを目
的としています。長年歩行ラリーが行われていました
が、コロナ禍で非常に大きな制限がかかっていました。
動向次第でプログラムを考えなければなりませんが、
参加した青少年が、他者と自分との違いを認め、理解し
て、個性を磨き、信頼関係を築くきっかけとなるものと
したいと考えております。
　以上、4つのプログラムを紹介させていただきまし
た。青少年育成はロータリアンの使命と考えられます。
積極的なご理解、活動、よろしくお願いいたします。
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国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
地区奉仕プロジェクト委員会
統括委員長　

藤﨑　泰裕（千葉西RC）

　奉仕プロジェクトは、地元地域から国際社会にいたる
まで、幅広い活動です。ロータリークラブが取り組める
有意義なプロジェクトは無数にあります。しかし、クラ
ブが一度に何もかもできるわけではありません。そこ
で、社会奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年奉仕・地区
学友会委員会・環境委員会と共に、各クラブに最もふさ
わしいプロジェクトに役立つリソースをご紹介して参

　また、ロータリー財団の補助金申請の際は、上記の重点
分野の方針に沿ったものであることをご確認ください。
　指定文字数内に、収まりませんので、QRコードで「プ
ロジェクトの流れ（ライフサイクル）に役立つリソース」
と「重点分野の基本方針」についてご紹介させていただ
きます。

ります。
　そして、ロータリーは、重大な人道的問題とニーズを
反映した重点分野を定めています。
　これらの分野に重点を置いて活動することで、大きな
インパクトを地域的や世界的に与えることが出来ると
思われます。

統括委員長
就任挨拶

　1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
青少年プログラム統括委員会　
統括委員長　

佐藤　孝彦（浦安RC）
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　ジェニファーE.ジョーンズRI会長は所信表明の中で
青少年育成について触れられています。青少年の育成、
積極的なロータリー活動の推進支援を強調されていま
す。地域に根差した奉仕活動を考えるうえで、地域社会
の青少年に対し、経験豊富なロータリアンが働きかけ
ていくことはロータリー活動を考えるうえで非常に重
要なことと考えます。学校教育では学べない貴重なも
のを私たちロータリアンは地域の青少年に私たちの経

験を通してアピールすることができると思います。青
少年プログラムへのご理解、何卒よろしくお願いいた
します。
　青少年プログラムは主に４つの委員会から成り立っ
ています。インターアクト、ローターアクト、青少年交
換、RYLAです。各々素晴らしい活動内容を持っていま
すが、残念ながら、広く認知されているとは言い切れな
い状態です。青少年プログラムを持ったクラブでは大
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きな努力と積極的な活動でプログラムへの認知が啓発
されている一方、プログラムを持っていないクラブに
おいては、何を言っているのか全く分からない状態と
いっても過言でないほど、活動内容が知られていま
せん。
　プログラムを持って活動してゆくことは大きな苦労
を伴いますが、プログラムを持つことでロータリー活
動全てに理解が深まるとともに、クラブ活性化にもつ
ながるものであります。各クラブの青少年プログラム
へのご理解、ご参加を願ってやみません。以下、各プロ
グラムについて活動内容をご紹介したいと思います。
本稿お読みになりご参加のお気持ちありましたら、ぜ
ひとも地区委員会へお問い合わせください。よろしく
お願いいたします。
　【インターアクトクラブ（IAC）】高等学校内のクラブ
活動であるインターアクトクラブの学校内や地域での
ボランティア活動を提唱ロータリークラブとともに活
動を支援していきます。学校での顧問教諭や千葉県高
等学校文化連盟の協力を得て年次大会、国外研修、指導
者講習会を行い、ロータリーファミリーの一員として
の育成を支援します。
　第2790地区では13のインターアクトクラブがあり総
数141名の部員がいます。各インターアクトクラブ、提
唱クラブを紹介します。
　　成田高校IAC（部員1）提唱：成田RC
　　木更津総合高校IAC（11）提唱：木更津東RC
　　千葉県立千葉商業高校IAC（53）提唱：千葉西RC
　　千葉県立大原高校IAC（10）提唱：大原RC
　　千葉県立茂原樟陽高校IAC（14）提唱：茂原RC
　　千葉県立館山総合高校IAC（8）提唱：館山RC
　　千葉県立安房拓心高校IAC（2）提唱：千倉RC
　　千葉経済大学付属高校IAC（6）提唱：新千葉RC
　　愛国学園大学附属四街道高校IAC（0）提唱：四街道RC
　　千葉黎明高校IAC（12）提唱：八街RC
　　光英VERITAS高校IAC（4）提唱：松戸RC
　　東海大学付属市原望洋高校IAC（3）提唱：市原中央RC
　　市原中央高校IAC（17）提唱：市原RC
　【ローターアクトクラブ（RAC）】昨年度からローター
アクトクラブはロータリアンと同等なRIの正式なメン
バーとしてRIから認められ、人頭分担金も発生してい
ます。地区では、危機管理委員会委員に委嘱されていま
す。RACは提唱クラブと協力し、地区内のロータリーク
ラブと交流しながら、独自の地域に密着した継続的な
奉仕活動を行っています。定期的に会長幹事会を開き、
地区年次大会を開いており、全国ローターアクト研修
会に参加しています。第2790地区では、6つのローター
アクトクラブがあり、総数45名の会員がいます。各ロー

ターアクトクラブ、提唱クラブを紹介します。
　　習志野中央RAC（会員数5）提唱：習志野中央RC
　　茂原RAC（0）提唱：茂原RC・茂原中央RC
　　千葉科学大学RAC（24）提唱：銚子RC・銚子東RC・旭RC
　　市原中央RAC（5）提唱：市原中央RC
　　千葉マリンRAC（5）提唱：千葉若潮RC
　　佐倉中央RAC（2）提唱：佐倉中央RC
　　鴨川RAC（4）提唱：鴨川RC
　【青少年交換】青少年の育成と世界平和を目的として
日本を担う人材育成に努めています。単なる語学研修
ではなく、派遣先での成長、交流を通して、世界平和を
目指しています。受入学生を通して、ホストクラブとの
国際交流を目指しています。帰国後には青少年交換学
友（ROTEX）として、後輩の指導、受入のケアを担って
います。
　本年度は長期3名の受入（IBS）2名の派遣（OBS）短期3
名IBS、3名OBSとなっております。出身国、派遣国、スポ
ンサークラブを紹介します。
　　IBS、 長期　女　出身国　インド（君津RC）
　　　　 　　　 男　　　　　デンマーク（松戸RC）
　　　　 　 　　女　　　　　アメリカ（勝浦RC）
　　 　　 短期　女　　　　　アメリカ（佐倉RC）
　　　　 　 　　女　　　　　アメリカ（松戸RC）
　　　　       　 女　　　　　アメリカ（八千代RC）
　　OBS、長期　 女　派遣国　インド（君津RC）
　　　　　　     女　　　　　デンマーク（松戸RC）
　　　     短期　女　　　　　アメリカ（佐倉RC）
　　　　　　     女　　　　　アメリカ（松戸RC）
　　　　　        女　　　　　アメリカ（八千代RC）
　【RYLA（ロータリー青少年指導者育成プログラム 
Rotary Youth Leadership Awards）】14才から30才の青
少年を対象としています。地元で活躍する人、豊かな経
験を持つ人とともに、青少年にコミュニケーションや
問題解決のスキルを磨いて頂きます。講演や、仲間を通
じた交流から、自分の可能性を発見し、行動につなげ、
楽しみながら生涯にわたり続く友情を培い、学校や地
元地域で、活躍するリーダーとなってもらうことを目
的としています。長年歩行ラリーが行われていました
が、コロナ禍で非常に大きな制限がかかっていました。
動向次第でプログラムを考えなければなりませんが、
参加した青少年が、他者と自分との違いを認め、理解し
て、個性を磨き、信頼関係を築くきっかけとなるものと
したいと考えております。
　以上、4つのプログラムを紹介させていただきまし
た。青少年育成はロータリアンの使命と考えられます。
積極的なご理解、活動、よろしくお願いいたします。
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国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
ロータリー財団統括委員会
統括委員長

漆原　摂子（勝浦RC）

　〈国際ロータリーのロータリー財団〉
　ロータリー財団のミッションは、私達ロータリア
ンが、人びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提
供し、環境保全に取り組み、貧困を救済することを通
じて、世界理解、親善、平和を達成できるように支援
することです。またロータリー財団の正式名称は、
「国際ロータリーのロータリー財団」です。国際ロー
タリーと共にワン・ロータリーとなり、奉仕の理念の
実践、すなわち他人を思いやり他人のためになるこ
とをする実践活動の奨励、特に、7つの重点分野に関
する活動を奨励・支援しています。
　〈各委員会について〉

　財団資金管理・寄付推進委員会は、小倉純夫ガバ
ナーが掲げられました地区寄付目標すなわち会員お
一人様あたり年次基金へ150ドル以上・ポリオプラス
へ30ドル以上のご寄付の実践をお願い申し上げる
委員会です。グローバル補助金プロジェクト委員会
及び地区補助金プロジェクト委員会におきまして
は、地区内クラブの皆様が、地域や世界で、効果的な
プロジェクトを立案・実践されるために、存分にサ
ポートをさせていただきます。奨学生・学友委員会
は、グローバル補助金奨学生や地区補助金奨学生を
選考させていただく部門です。そして選ばれた奨学
生をスポンサークラブと共にお支え致します。ロー
タリーポリオプラス委員会、これは申すまでもなく、
あとわずかとなった野生型ポリオ根絶に向けて、ご
寄付はもとより広く一般の方々にも啓蒙活動を実践
致します。特に今年の10月23日（日）には、世界ポリオ
デーに併せて、成田空港ターミナルビル各所におい
て、ポリオ根絶をアピールする活動を実施致します
ので、ご興味のあるクラブの皆様には是非お出かけ

頂きたく存じます。ロータリー平和フェローシップ
委員会は、ロータリーが目指す世界平和と紛争解決
のリーダーとなる人材を育成する奨学金制度です。
日本全国34地区のうち、当地区を含め6地区のみが、
奨学生のホストエリア地区となっている現状は誇ら
しい事です。　
　各委員会の詳細につきましては、来月9月17日（土）
に、ＴＫＰガーデンシティ千葉にて開催されます
ロータリー財団セミナー、こちらにて詳しくお話を
申し上げますので、是非クラブ会長・クラブ財団委員
長にお出かけいただきたく存じます。
　〈財団へのご寄付〉

　財団というと、寄付寄付！またか！との、会員の皆
様からのお声が聞こえてくるようで、つい身が固く
なってしまいます。一方、梶原等直前ガバナーが本年
3月に地区内の皆様にお願いされたウクライナ支援
へのご寄付は、約1,000万円にのぼりました。奉仕の
理念の実践、即ち、本当に困っている人たちを思いや
り、その人たちのためになることをしようという、
ロータリーの目的に賛同された方々の多い事に、嬉
しく有難く誇らしく感じました。それにしても、今般
のロシアによるウクライナ侵攻はいつ収束を迎える
のか…このような状況下、6つの委員会から成る当地
区ロータリー財団統括委員長を向こう3年間拝命
し、地区運営の一端を担うにあたりましては、光栄で
もありまた重責を感じている次第です。地区内の会
員の皆様には、折に触れてロータリー財団の存在意
義を丁寧にご説明申し上げ、委員会一同一致団結し、
ご理解ご協力をお願いする決意を持っておりますの
で、どうぞ宜しくお願い致します。

統括委員長
就任挨拶
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国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
クラブ奉仕・会員増強・
基盤向上委員会委員長

矢代　秀明（浦安ベイRC）

Ⅰ、ロータリー会員維持について   
　コロナ禍感染拡大により、再度の蔓延防止
措置の中で社会経済活動は、厳しい企業運営
を強いられ、各クラブ毎に休会の話題になる
様になりました。
　2022-23年度は、コロナ禍の終息を祈願し、
会員相互に新たな事業活動が活性化され、会
員増強・維持に繋がるようにしましょう。 
   
　今年度の国際ロータリー会長のジェニ
ファーE.ジョーンズ会長は、「想像してくだ
さい、私たちがベストを尽くせる世界を。私た
ちが毎朝目覚めるとき、その世界に変化をも
たらせると知っています。」と言われています。 
    
　その活動を持続可能にし、会員の参加意欲
を引き出す事をテーマにされています。
　大きな成果をもたらすには、会員増強と維
持が必要です。入会して3年未満の方の退会者
が多いと聞いております。    
   
【活動の要点】     
①会員増強の卓話の要請があればクラブ訪問
　する。
②各ロータリークラブ会員内及び他クラブと
　社会経済活動を推進していく。
③ ロータリー賞への各クラブの参加を強く
　呼びかける。     
    

Ⅱ、会員増強     
　各クラブは毎年度、会員増強委員長が替わ
ります。会員増強が、継続した基盤増強活動に
なるように、クラブ役員が主体となり会員増
強・維持に努めましょう。    
　商工会議所や法人会などの方と積極的に懇
談し、会員を増強して行きましょう。 　　
　年度を積み重ねる度に、会員増強の継続と
向上をはかりましょう。    
     
【活動の要点】     
①いきなりロータリークラブの話をしても最
　初は分からないと思います。皆さんの例会
　に参加していただき楽しい雰囲気を感じて
　いただいてください。    
②ゲストが例会に参加していただいたら必ず
　アフターフォローをお願いします。紹介者
　を含め、懇親の場を作り、皆さんの人間力を
　魅せてください。もちろん例会の雰囲気も
　大切ですが雰囲気作りは各クラブのロー
　タリアンです。
③ 『今年度の会員増強の具体的目標、純増数・
　女性会員数』等を明確にする。 
④お誘いする方を自分から勝手にこの方は入
　会しないと決めていませんか。 
⑤クラブ内でひとり１分程度、３名ずつ自分
　の職業をアピールしてください。 
⑥各クラブ内で会費分の仕事を回せるように
　努力してください。

会員増強月間
について
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国際ロータリー第2790地区
2022-23年度
ロータリー財団統括委員会
統括委員長

漆原　摂子（勝浦RC）
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　令和4年6月24日（金）梶原ガバナー年度の最後に開
催した第54回インターアクト指導者講習会がホスト
クラブの県立館山総合高等学校主催で、南総文化
ホールで実施されました。
　2021-22年度は異例であり新型コロナウイルスの影
響で昨年12月に行われた千葉経済大学附属高等学校
に続き、1年間で2度目の指導者講習会は今年度が初
めてです。
　また、第53回インターアクト指導者講習会を聖徳
大学附属高等学校（現光英VERITAS高等学校）で
行ってから、2年ぶりに人を入れての講習会ではスポ
ンサークラブである館山ロータリークラブ様のお力
をお借りして、総勢70名が参加し13校の部長、副部長
を中心に午前中は課題であるグループワークで意見
交換をして、昼食をとり午後からグループごとに発
表するカリキュラムを行いました。
　久しぶりの交流に参加者から笑顔がこぼれていま
した。
　令和4年7月5日（火）小倉ガバナーをお迎えして、第
1回インターアクト合同会議を千葉市民会館で開催
致しました。13提唱クラブの会長、幹事と高文連様か

ら、学校長と教諭が初顔合わせして指導者講習会の
反省点と年次大会の説明、国外研修の賛否を議題と
して話し合い、今年度の活動方針を確認致しました。
　そして令和4年8月23日（火）第55回インターアクト
年次大会がホストクラブ千葉黎明高等学校、スポン
サークラブ八街ロータリークラブ主催で、13校の部
員すべてが参加できる体制が整い、今までにない試
みで82クラブにライブ配信する予定です。
　今回このガバナー月信を読まれた第2790地区の
ロータリアンの皆様、8月23日に行われるインターア
クト年次大会を見て、参加して下さい。この青少年事
業は高校生にとって素晴らしいプログラムです。
インターアクトクラブはたくさんの可能性にあふれ
ています。
　今年度もインタアクターの安全を優先に学校や地
域でボランティア活動を行いながらプロジェクトを
実施し、地区内全82クラブに活動を配信しながら新た
な参加クラブの加入をお願いしたいと思います。
　また、リーダーシップを養いインターアクトを卒
業した学生がその後ローターアクトに興味を持てる
運営や支援をしていきます。

インターアクト指導者講習会・合同会議報告
インターアクト委員会　委員長　久佐野　博史（松戸RC）

第54回　インターアクト指導者講習会

第１回　インターアクト合同会議
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　2022年6月25日（土）、ホテルニューオータニ幕張に
て第45回RYLAセミナーを開催しました。今回のセミ
ナーは新型コロナウイルス感染症により、前年度は
中止、今年度は宿泊を伴わない実施という計画をた
てました。
　メインテーマを「コロナ禍の危機管理」サブテーマ
を「コロナ禍で自然災害を乗り越える」～今だから考
えられること出来ること～と掲げ、当初は2月5日
（土）の開催予定でしたが延期開催を余儀なくされま
した。梶原ガバナー年度地区スローガン「Love Other 
Spirt～繋ごう次世代へ夢ある未来に向けて～」を考
え、前向きにコロナ禍でも出来ることをさせていた
だこうという思いで開催させていただきました。
　当日は、71名の参加青少年・ロータリアンと、ロー
ターアクト・運営スタッフの総勢110名と盛況でした。
　今回は、これまでの伝統ある「歩行ラリー」は、宿泊
を伴わないため実施する事が出来ず、講師をお招き
しての基調講演2題と、HUG（避難所運営ゲーム）を教
材にローターアクト共催で実施しました。
　基調講演①では、気象予報士・防災士の國本未華さ
んに「これからの防災のあり方自然災害にどう備え
るか」をお話しいただき、最新の気象情報等を基に、効
果的指導力における伝達力の重要性を学びました。
　基調講演②では、堀田了誓さんに「台風激甚災害被
災地となった鋸南町での災害支援活動の2年間」被災
地が産み出した未来への可能性をお話しいただき、
被災地の現状や活動を基に、ロータリーとは何か
ロータリーは地域社会で何をしているか・良き指導
者の倫理・地域社会の市民であり世界市民であると
いう要素を学びました。

　HUG（避難所運営ゲーム）ではローターアクトと共
催で協力し合うことを基に、指導力の基礎・問題解決
と紛争管理について学びました。
　このセミナーに参加された皆さんは、たくさんの
気付きを得て学ばれたことと思います。そして気付
いたこと学ばれたことを何か一つでも、地域社会・学
校・職場に持ち帰って、リーダーとして今後活躍され
ることを心より祈っております。RYLAセミナーを
しっかりと学ばれた皆さんは、ロータリーのファミ
リーです。これからもロータリーと関わり地域の
リーダーとしてご活躍いただきたいと思います。
　そして、梶原ガバナーをはじめ講師、受講生、ロー
タリアン、ロータリー関係者、ローターアクト、実行
委員、お手伝いいただいたスタッフ、外部でご協力い
ただいた方、どなたが欠けてもセミナーの開催に至
ることは出来ませんでした。
　心より感謝いたします。本当にありがとうござい
ました。

第45回RYLAセミナー報告
RYLA委員会　委員長　鳴海　寿裕（千葉東RC）
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　2022年6月25日（土）、ホテルニューオータニ幕張に
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え、前向きにコロナ禍でも出来ることをさせていた
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ターアクト・運営スタッフの総勢110名と盛況でした。
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タリアン、ロータリー関係者、ローターアクト、実行
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　当クラブ40周年を祝う会を5月26日（木）に本来であれ
ば小倉ガバナーエレクト含め関係各所に連絡し公の開
催とするべきでしたが、新型コロナウイルス感染状況も
加味して内部のみの参加として開催しました。趣旨は松
戸中央ロータリークラブが40周年を迎えるにあたり、創
始の精 神を尊びながらもこれから変革の速度が上がる
世の中に対応し率先する団体である為に、入会年数の若
い会員に歴史の理解を深め、柔軟な発想のもと更に当ク
ラブを発展させいくことも加味した未来志向のクラブ
を表現することの設えとした。
 ・ 実行委員長含めて実行委員を本年度入会のメンバー
　として、過去を振り返りつつ伝統に縛られることの無
　い運営を目指した。
 ・ 当クラブの奉仕の精神とは何か、それに基づきどのよ
　うな活動をしてきたのかについて過去に訪問した国
　内外の他クラブバナーを掲示し、会員所持の動画・静
　止画を編集し、それらの素材を上映しながら、担当し
　たメンバーが説明した。
 ・ 当クラブの奨学生であったJAXA宇宙飛行士である
　山崎直子氏からもビデオメッセージをいただき、活動
　の多様性と有用性を共有した。

 ・上記作成した素材は、当クラブのHP上で保管し、
　YouTubeでも公開し対外への発信にも努めている。
 ・ 当日は11名のオブザーバーも参加し、1名の入会、2名
　の入会考慮を頂けた。
関係各所の御協力と御配慮により無事開催できたこと
に感謝をいたします。

松戸中央RC 創立40周年を祝う会報告
2021-22年度　会長　佐々木　恒司

　銚子東ロータリークラブは、昭和47年5月16日銚子
ロータリークラブをスポンサークラブとして、県内44番
目のクラブとして、チャーターメンバー33名をもって創
立しました。以来50年間の素晴らしい歴史と伝統は、諸
先輩方や仲間たちによって立派に受け継がれてきまし
た。創立50周年記念式典の開催については、実行委員会
を含む会員全員がコロナ禍の中でどういうかたちでの
式典が良いのか1年間考えてきましたが、我がクラブの
基本でもある「親睦」、仲間との絆を大事にしようと記念
式典を迎えました。第2790地区梶原等ガバナー、銚子
ロータリークラブ石毛会長にも出席していただき祝辞
を頂きました。第8グループ神崎ガバナー補佐、北川・加
瀬両補佐幹事を始め銚子・旭・八日市場クラブの会長幹
事様、銚子クラブのメンバーの皆様にも出席して頂きま
した。チャーターメンバーの大内恭平名誉会員にも感謝
を込めて賞状を贈ることができ、2018-19年度の米山奨学
生の張徳昌君もお祝いに駆けつけてくれました。コロナ
禍での開催にもかかわらず、親しい会員の皆様に祝福さ
れて記念式典が開催出来たことは皆様のご協力のおか
げと感謝しています。新しい出発の時に立ち会えた事は
感謝と共に身の引き締まる思いです。私達は目まぐるし

く変化する社会情勢を見極める視野を持ち、地域社会と
連動し、強く結びついた奉仕活動を心掛けて進んでまい
ります。創立50年という歩みの中で培われた歴史と伝統
を守りつつ、元気で新しい銚子東ロータリークラブを次
世代に繋いで行くための活動をして行きたいと思います。

銚子東RC 創立50周年式典メッセージ「新しい出発の時」
2021-22年度　会長　森　はるみ
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　令和4年6月18日（土）ホテル ザ・マンハッタンに

於いて、「創立25周年記念式典」を開催させていた

だきました。

　私たち佐倉中央ロータリークラブは27年前の1995

年5月22日佐倉ロータリークラブをスポンサークラ

ブとして創立されました。

　2年前に式典を行う予定でしたが、コロナ禍の中。

検討を重ねた結果延期をいたしまして当日を迎えま

した。国際ロータリー研修リーダー・ロータリーコー

ディネーター 菅原裕典様をはじめ、全国各地から多

くのご来賓にお越しいただき、第2790地区からは30

クラブもの皆様に出席をしていただきました。

　エイドは習志野中央ロータリークラブ、﨑山征雄

パストガバナーにお務めいただき、国際ロータリー

元理事小沢一彦様の御講話「私のロータリー活動」の

貴重で興味深いお話を拝聴出来ました事は出席して

おりました155名のロータリアンの心に刻まれたと

思います。

　3名のチャーターメンバーを代表して橋岡久太郎

パストガバナー・ロータリーコーディネーターの謝

辞により、式典は厳かに終了いたしました。

　会場を移しての記念晩餐会は美味しいお食事、銘

酒で歓談。幹事の飯田久美子、市川秀男によるジャズ

コンサートでデザートまでを楽しみました。

　久しぶりに集ったロータリアンと「手に手つない

で」を唄いお開きとなりました。

　当日はポリオ募金箱を会場入口に設置し、皆様方

のお心遣い131,500円が入れられました。

　ロータリー活動の奉仕と親睦の思いを新たにし

た一日となりました。

佐倉中央RC 創立25周年式典
2020-21年度　会長　野池　尚美
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寄付者紹介（敬称略）

ロータリー財団寄付

岡本 真理子
（松戸北RC）
地方銀行
4月6日

豊島 利治
（松戸北RC）
不動産販売・管理・
資産運用提案
5月11日

宮野 嗣英
（松戸北RC）
飲食業
5月18日

野田 亮 
（松戸北RC）
不動産業・建設業

5月18日

川原 邦彦
（勝浦RC）
リゾート
6月1日

間立 徹
（館山ベイRC）
生命保険
6月2日

澁谷 剛士
（松戸北RC）
自動車教習所
6月22日

佐藤 優希 
（木更津東RC）

弁護士
7月1日

吉川 昌孝
（大多喜RC）

クリーンエネルギー
LPガスプラント

7月1日

久米 剛
（成田RC）
都市ホテル
7月1日

田中 一邦
（船橋南RC）
8回目

金本元章
（柏西RC）
8回目

徳永 幸生
（船橋南RC）
3回目

神村 彰男
（勝浦RC）
2回目

内村 愛
（勝浦RC）

岩瀬 洋男
（勝浦RC）

鶴岡 健一
（習志野中央RC）

中澤 裕隆
（柏南RC）
教育
7月1日

熊澤 洋介
（館山ベイRC）
私立高校
7月2日

鈴木 照久
（館山ベイRC）
社会福祉施設
7月2日

千原 清之
（館山ベイRC）
建設請負
7月2日

本庄 幸保
（野田RC）
都市ガス供給
7月4日

風間 大介
（東金RC）
司法書士
7月5日

安藤 裕治
（茂原中央RC）
石油製品販売業

7月5日

齊藤 亮弥
（柏南RC）
電気工事業
7月5日

森江 善成
（柏南RC）

飲食店（スナック）
7月5日

石井 満寿男
（市川南RC）
建設資材
7月6日

松木 裕人
（船橋南RC）
情報通信
7月6日

白井 克己
（新千葉RC）
普通銀行
7月6日

東川 祐太郎
（銚子RC）
生命保険
7月6日

岩間 進 
（八街RC）

団体（商工会議所）
7月6日

岡本 雅子
（柏RC）
福祉サービス
7月6日

牟田 浩幸
（柏RC）
サービス諸業
7月6日

市原 義和
（大原RC）
建設設計
7月7日

中野 雄太
（大原RC）
俳優
7月7日

海老原 信吾
（流山RC）

ガス・電気供給販売
7月7日

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

新井 善太郎
（市原中央RC）
逝去日：2022年6月4日
　　　 （享年79歳）

物故会員（敬称略）

新ポール・ハリス・フェロー

徳永 幸生
（船橋南RC）

田中 一邦
（船橋南RC）

ポリオ・プラス

新ロータリアン（敬称略）

米山功労者

髙田 新也
（柏RC）
2回目

森 はるみ
（銚子東RC）
1回目

中山 浩一
（柏RC）
1回目
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寄付者紹介（敬称略）

ロータリー財団寄付

岡本 真理子
（松戸北RC）
地方銀行
4月6日

豊島 利治
（松戸北RC）
不動産販売・管理・
資産運用提案
5月11日

宮野 嗣英
（松戸北RC）
飲食業
5月18日

野田 亮 
（松戸北RC）
不動産業・建設業

5月18日

川原 邦彦
（勝浦RC）
リゾート
6月1日

間立 徹
（館山ベイRC）
生命保険
6月2日

澁谷 剛士
（松戸北RC）
自動車教習所
6月22日

佐藤 優希 
（木更津東RC）

弁護士
7月1日

吉川 昌孝
（大多喜RC）

クリーンエネルギー
LPガスプラント

7月1日

久米 剛
（成田RC）
都市ホテル
7月1日

田中 一邦
（船橋南RC）
8回目

金本元章
（柏西RC）
8回目

徳永 幸生
（船橋南RC）
3回目

神村 彰男
（勝浦RC）
2回目

内村 愛
（勝浦RC）

岩瀬 洋男
（勝浦RC）

鶴岡 健一
（習志野中央RC）

中澤 裕隆
（柏南RC）
教育
7月1日

熊澤 洋介
（館山ベイRC）
私立高校
7月2日

鈴木 照久
（館山ベイRC）
社会福祉施設
7月2日

千原 清之
（館山ベイRC）
建設請負
7月2日

本庄 幸保
（野田RC）
都市ガス供給
7月4日

風間 大介
（東金RC）
司法書士
7月5日

安藤 裕治
（茂原中央RC）
石油製品販売業
7月5日

齊藤 亮弥
（柏南RC）
電気工事業
7月5日

森江 善成
（柏南RC）

飲食店（スナック）
7月5日

石井 満寿男
（市川南RC）
建設資材
7月6日

松木 裕人
（船橋南RC）
情報通信
7月6日

白井 克己
（新千葉RC）
普通銀行
7月6日

東川 祐太郎
（銚子RC）
生命保険
7月6日

岩間 進 
（八街RC）

団体（商工会議所）
7月6日

岡本 雅子
（柏RC）
福祉サービス
7月6日

牟田 浩幸
（柏RC）
サービス諸業
7月6日

市原 義和
（大原RC）
建設設計
7月7日

中野 雄太
（大原RC）
俳優
7月7日

海老原 信吾
（流山RC）

ガス・電気供給販売
7月7日

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

新井 善太郎
（市原中央RC）
逝去日：2022年6月4日
　　　 （享年79歳）

物故会員（敬称略）

新ポール・ハリス・フェロー

徳永 幸生
（船橋南RC）

田中 一邦
（船橋南RC）

ポリオ・プラス

新ロータリアン（敬称略）

米山功労者

髙田 新也
（柏RC）
2回目

森 はるみ
（銚子東RC）
1回目

中山 浩一
（柏RC）
1回目
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国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2022年5月分）

グ
ル
ー
プ

例
会
数

女
性

女
性

第
1
グ
ル
ー
プ

第
2
グ
ル
ー
プ

第
4
グ
ル
ー
プ

第
5
グ
ル
ー
プ

第
6
グ
ル
ー
プ

第
7
グ
ル
ー
プ

第
3
グ
ル
ー
プ

市　　　川
市　川　東
市　川　南
浦　　　安
市川シビック
浦 安  ベ  イ
平　均

船　　　橋
船　橋　西
鎌　ケ　谷
船　橋　東
船　橋　南
船橋みなと
平　均

千　　　葉
新　千　葉
千　葉　西
千 葉 中 央
千 葉 幕 張
千　葉　東
千 葉 若 潮
平　均

千　葉　南
市　　　原
千　葉　港
市 原 中 央
千　葉　北
千　葉　緑
平　均

木　更　津
上　　　総
富 津 中 央
木 更 津 東
君　　　津
袖　ケ　浦
富津シティ
平　均

館　　　山
鴨　　　川
勝　　　浦
千　　　倉
鋸　　　南
館 山 ベ イ
平　均

茂　　　原
東　　　金
大　　　原
大　多　喜
成田空港南
茂 原 中 央
大　　　網
東金ビュー
平　均

100.00 
100.00 
88.00 
73.40 
85.71 
66.60 
85.62 
85.56 
82.14 
72.55 
79.72 
86.36 
80.00 
81.06 
77.14 
100.00 
85.47 
100.00 
81.82 
83.95 
60.61 
84.14 
78.49 
61.64 
84.85 
62.71 
66.67 
71.71 
71.01 
81.40 
59.52 
67.05 
75.58 
76.31 
94.51 
78.00 
76.05 
82.79 
95.19 
94.30 
90.00 
76.92 
62.67 
83.65 
76.59 
81.82 
89.00 
71.42 
77.67 
91.59 
77.78 
75.00 
80.11 

3
4
3
3
4
3
3.33
3
3
2
3
4
2
2.83
3
3
3
3
3
2
3
2.86
3
2
3
4
3
2
2.83
3
3
3
3
3
4
3
3.14
3
4
3
2
2
3
2.83
3
3
3
2
2
4
3
2
2.75

42
37
20
40
30
18
31.17
29
27
26
26
13
16
22.83
105
56
47
25
28
23
33
45.29
45
65
22
40
29
23
37.33
28
14
31
41
56
25
12
29.57
48
30
36
4
13
25
26.00
53
18
11
8
24
24
30
10
22.25

38
36
20
37
30
22
30.50
30
23
27
24
13
16
22.17
109
55
46
25
33
25
32
46.43
47
75
24
39
29
23
39.50
27
15
33
42
60
24
16
31.00
50
28
35
5
12
26
26.00
53
23
10
7
27
27
30
10
23.38

2
1
2
2
0
3
1.67
0
4
1
2
2
2
1.83
6
0
5
1
4
1
1
2.57
2
5
4
1
4
2
3.00
4
0
4
7
7
3
1
3.71
4
5
4
2
1
0
2.67
4
3
1
1
1
3
2
1
2.00

△ 4
△ 1
0

△ 3
0
4

△ 4
1

△ 4
1

△ 2
0
0

△ 4
4

△ 1
△ 1
0
5
2

△ 1
8
2
10
2

△ 1
0
0
13
△ 1
1
2
1
4

△ 1
4
10
2

△ 2
△ 1
1

△ 1
1
0
0
5

△ 1
△ 1
3
3
0
0
9

4
1
2
2
0
4
2.17
0
6
1
2
2
2
2.17
5
0
5
1
3
1
1
2.29
2
5
2
1
4
2
2.67
4
0
3
7
5
3
1
3.29
4
5
4
2
2
0
2.83
3
3
2
1
0
3
2
1
1.88

クラブ名
会員数

出席率
（％）

2021
7/1

当月 増減

グ
ル
ー
プ

例
会
数

女
性

女
性

第
8
グ
ル
ー
プ

第
9
グ
ル
ー
プ

第
11
グ
ル
ー
プ

第
12
グ
ル
ー
プ

第
13
グ
ル
ー
プ

第
14
グ
ル
ー
プ

第
10
グ
ル
ー
プ

銚　　　子
旭

八 日 市 場
銚　子　東
平　均

佐　　　原
多　　　古
小　見　川
佐 原 香 取
平　均

成　　　田
八　　　街
印　　　西
白　　　井
富　　　里
成田コスモポリタン
平　均
柏

我　孫　子
柏　　　西
柏　　　東
柏　　　南
平　均

習　志　野
八　千　代
佐　　　倉
八千代中央
四　街　道
習志野中央
佐 倉 中 央
平　均

松　　　戸
松　戸　東
松　戸　北
松 戸 中 央
松　戸　西
平　均

野　　　田
流　　　山
野　田　東
流 山 中 央
野田セントラル
平　均

84.43 
66.90 
67.80 
75.97 
73.78 
85.83 
67.24 
82.60 
96.67 
83.09 
71.08 
88.64 
85.71 
84.09 
48.23 
60.82 
73.10 
67.20 
75.77 
76.78 
82.95 
79.58 
76.46 
57.93 
84.55 
58.14 
75.60 
67.32 
70.45 
68.18 
68.88 
95.55 
89.91 
76.65 
71.59 
81.52 
83.04 
79.02 
82.45 
70.59 
62.50 
79.36 
74.78 

3
4
3
4
3.50
3
4
3
2
3.00
4
3
3
4
4
3
3.50
3
4
4
3
4
3.60
3
3
4
3
4
3
3
3.29
3
3
3
3
4
3.20
4
3
3
2
3
3.00

37
37
39
30
35.75
42
17
27
20
26.50
60
25
10
12
33
70
35.00
63
31
57
32
38
44.20
30
54
35
25
27
42
22
33.57
60
45
32
30
24
38.20
56
16
18
19
22
26.20

38
38
39
29
36.00
43
17
27
20
26.75
65
25
11
11
36
68
36.00
64
32
56
32
38
44.40
27
53
43
25
27
43
22
34.29
58
44
36
32
23
38.60
56
19
17
20
21
26.60

4
3
3
3
3.25
0
0
0
0
0.00
7
2
1
1
1
0
2.00
9
3
5
4
9
6.00
1
0
3
1
4
5
6
2.86
0
0
1
7
0
1.60
4
4
0
1
1
2.00

1
1
0

△ 1
1
1
0
0
0
1
5
0
1

△ 1
3

△ 2
6
1
1

△ 1
0
0
1

△ 3
△ 1
8
0
0
1
0
5

△ 2
△ 1
4
2

△ 1
2
0
3

△ 1
1

△ 1
2

4
3
3
3
3.25
0
0
0
0
0.00
6
2
1
1
1
0
1.83
9
3
3
4
9
5.60
1
0
3
1
4
5
6
2.86
0
0
0
6
0
1.20
6
3
0
1
1
2.20

クラブ名
会員数

出席率
（％）

2021
7/1

当月 増減

クラブ数82RC
2021年 7月 1日　地区会員数
2022年 5月末日　地区会員数
2021年 7月 1日　地区女性会員数
2022年 5月末日　地区女性会員数

当月平均出席率
増減
女性会員増減

77.53%
50
6

2,643 人
2,693 人
202 人
208 人

ロータリーレートのご案内

ロータリーレートのご確認につきましては、
「地区HP」をご確認いただきますよう
お願い申し上げます。

⬇地区HP
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名　称曜日 時　間 会　場日　付

奉仕セミナー

財団奨学生第２回オリエンテーション

インターアクト年次大会

クラブ米山委員長セミナー

青少年交換長期来日生ウエルカムオリエンテーション

RLI第１回ブラッシュアップ研修会

インターアクト第２回合同会議・第３回顧問会議

財団セミナー

派遣生選抜試験

米山奨学生・カウンセラー観劇会

研修系３委員会合同セミナー

RLI第２回ブラッシュアップ研修会

地区大会　1日目

RI会長代理歓迎晩餐会

地区大会　2日目

青少年交換第１回オリエンテーション

地区ポリオデー

RLI第３回ブラッシュアップ研修会

ロータリー研究会

青少年交換第２回オリエンテーション・帰国報告会

米山学友会クリスマス会

青少年交換第３回オリエンテーション

米山奨学生面接試験

米山奨学生新年会

補助金管理セミナー

13:30～16:30

13:30～16:00

13:30～17:00

13:00～17:00

13:30～16:00

13:30～17:00

13:00～17:00

13:00～17:00

13:00～17:00

17:30～20:00

9:00～17:00

13:30～17:00

13:00～17:00

13:30～17:00

13:30～17:00

13:00-17:00

ＴＫＰガーデンシティ千葉

千葉商工会議所

千葉黎明高等学校

三井ガーデンホテル千葉

千葉市文化センター

千葉市民会館

千葉市民会館

ＴＫＰガーデンシティ千葉

千葉市文化センター

サントリーホール

ＴＫＰガーデンシティ千葉

千葉市民会館

ホテル ザ・マンハッタン

ホテル ザ・マンハッタン

東京ベイ幕張ホール

千葉市文化センター

成田国際空港

千葉市民会館

神戸ポートピアホテル

千葉市文化センター

三井ガーデンホテル千葉

千葉市文化センター

千葉市民会館

ＴＫＰガーデンシティ千葉

土

土

火

土

土

土

火

土

月

日

土

土

土

土

日

日

日

土

土～

水

土

日

土

月

土

8月20日

8月20日

8月23日

8月27日

8月27日

9月  3日

9月13日

9月17日

9月19日

9月25日

10月  1日

10月  1日

10月  8日

10月  8日

10月  9日

10月16日

10月23日

11月12日

   11月19～22日

11月23日

11月26日

12月18日

1月  7日

1月  9日

1月28日

国際ロータリー 第2790地区　2022-23年度主要会議日程表
2022.7.20現在

����������������������������������

2022～2025
国際ロータリー 第2790地区戦略計画（草案）

2022.7.9. 地区戦略計画委員会

我が地区のリソース
当地区は首都圏の一角にありながら、海岸線等の美しい水辺と緑濃き里山の豊かな自然に恵まれ
ています。東京近郊の都市部と沿岸部に個性の差はあれども、クラブはそれぞれ多様性を発揮し
て、地域社会のリーダーとして活動しています。地区リーダーはロータリーの目的に従って、地域
社会と国際社会に良い変化をもたらす活動に取り組んでいます。ロータリアンは、地区ビジョン
を共有しクラブ戦略目標に従って、地域社会に元気と勇気を創出します。

我が地区のビジョン宣言

私たちは、ロータリーの「奉仕の理念」に基づき、
ロータリーを楽しみながら、地域社会でそして世界で、
持続可能なより良い未来を目指して、奉仕を実践し、行動していきます。

１　会員基盤の向上
２　奉仕活動の推進
３　公共イメージと認知度の向上
４　ロータリー財団・米山記念奨学会への協力と活用

地区戦略目標

１　クラブを元気にするために、DEI文化を尊重しながら会員基盤を拡充しよう
２　地域社会の将来を担う青少年育成活動に取り組もう
３　中核的価値観に従って行動し、ロータリーの公共イメージを向上させよう
４　地域及び国際社会のニーズに沿った奉仕活動を考え、手に手をつなごう

地区行動指針

以上
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名　称曜日 時　間 会　場日　付

奉仕セミナー

財団奨学生第２回オリエンテーション

インターアクト年次大会

クラブ米山委員長セミナー

青少年交換長期来日生ウエルカムオリエンテーション

RLI第１回ブラッシュアップ研修会

インターアクト第２回合同会議・第３回顧問会議

財団セミナー

派遣生選抜試験

米山奨学生・カウンセラー観劇会

研修系３委員会合同セミナー

RLI第２回ブラッシュアップ研修会

地区大会　1日目

RI会長代理歓迎晩餐会

地区大会　2日目

青少年交換第１回オリエンテーション

地区ポリオデー

RLI第３回ブラッシュアップ研修会

ロータリー研究会

青少年交換第２回オリエンテーション・帰国報告会

米山学友会クリスマス会

青少年交換第３回オリエンテーション

米山奨学生面接試験

米山奨学生新年会

補助金管理セミナー

13:30～16:30

13:30～16:00

13:30～17:00

13:00～17:00

13:30～16:00

13:30～17:00

13:00～17:00

13:00～17:00

13:00～17:00

17:30～20:00

9:00～17:00

13:30～17:00

13:00～17:00

13:30～17:00

13:30～17:00

13:00-17:00

ＴＫＰガーデンシティ千葉

千葉商工会議所

千葉黎明高等学校

三井ガーデンホテル千葉

千葉市文化センター

千葉市民会館

千葉市民会館

ＴＫＰガーデンシティ千葉

千葉市文化センター

サントリーホール

ＴＫＰガーデンシティ千葉

千葉市民会館

ホテル ザ・マンハッタン

ホテル ザ・マンハッタン

東京ベイ幕張ホール

千葉市文化センター

成田国際空港
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国際ロータリー 第2790地区　2022-23年度主要会議日程表
2022.7.20現在

����������������������������������

2022～2025
国際ロータリー 第2790地区戦略計画（草案）

2022.7.9. 地区戦略計画委員会

我が地区のリソース
当地区は首都圏の一角にありながら、海岸線等の美しい水辺と緑濃き里山の豊かな自然に恵まれ
ています。東京近郊の都市部と沿岸部に個性の差はあれども、クラブはそれぞれ多様性を発揮し
て、地域社会のリーダーとして活動しています。地区リーダーはロータリーの目的に従って、地域
社会と国際社会に良い変化をもたらす活動に取り組んでいます。ロータリアンは、地区ビジョン
を共有しクラブ戦略目標に従って、地域社会に元気と勇気を創出します。

我が地区のビジョン宣言

私たちは、ロータリーの「奉仕の理念」に基づき、
ロータリーを楽しみながら、地域社会でそして世界で、
持続可能なより良い未来を目指して、奉仕を実践し、行動していきます。

１　会員基盤の向上
２　奉仕活動の推進
３　公共イメージと認知度の向上
４　ロータリー財団・米山記念奨学会への協力と活用

地区戦略目標

１　クラブを元気にするために、DEI文化を尊重しながら会員基盤を拡充しよう
２　地域社会の将来を担う青少年育成活動に取り組もう
３　中核的価値観に従って行動し、ロータリーの公共イメージを向上させよう
４　地域及び国際社会のニーズに沿った奉仕活動を考え、手に手をつなごう

地区行動指針

以上
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国際ロータリー第2790地区
奉仕プロジェクトセミナー
日　時：2022年 8月20日（土）
　　　　　13:00～受付開始
会　場：ＴＫＰガーデンシティ千葉 4F
　　　　　コンチェルト

13:30開　　演
16:30閉演予定（　　　　　　　　）

■ 第一部（講演）
　　千葉県 環境生活部
　　　次長 石崎勝己　様
　　　　テーマ「千葉県におけるCO2削減の現状と対策」
■ 第二部（講演）
　　株式会社 ワンプラネット・カフェ
　　　代表取締役　エクベリ聡子　様
　　　　テーマ：「サステナビリティとロータリーの重要分野」
■ 第三部（講演）
　　ロータリー希望の風奨学生
　　　上野利恵子　様
　　　　テーマ：「東日本大震災と私」
■ 委員会報告（社会奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年奉仕・地区学友会委員会・環境委員会）

■ 登録１クラブ３名様（３名様以上になる場合はお問い合わせください）

■ 登録料１クラブ3,000円（8月10日までに振込でお願いします）

■ 別紙申込用紙にご記入の上 FAXか E-mail にてご登録ください
■ 講師プロフィール

被災者とともに̶
私たちロータリアンは
東日本大震災のことを
決して忘れません

※ 感染対策にご協力ください。
※ 官公庁より緊急事態宣言・蔓延防止等重点処置などの発出ならびに感染者数の拡大状況によっては、諸事変更をご通知いたします。
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2022 年規定審議会 
クラブと地区に関連する重要な変更
（括弧内の数字は関連する制定案番号を示しています） 

出席 
ローターアクター：ローターアクターは、招待されなくてもロータリークラブとロータリー衛
星クラブの例会に出席できることが明文化されました（22-84）。

報告：クラブが地区ガバナーに月次出席報告を提出する義務は廃止されました。（22-85）。 

出席規定の免除：次の要件が満たされた場合、会員が出席規定の免除を受けるためにクラブ理
事会の承認を必要としないことが明確になりました。「一つまたは複数のロータリークラブの

ロータリー歴と会員の年齢の合計が85年以上であり、少なくとも20年のロータリアン歴があ

り、出席規定の適用を免除されたい希望を、書面をもって、クラブ幹事に通告した場合」

（22-92）。 

奉仕部門 
平和：標準ロータリークラブ定款の第三奉仕部門が次のように改正されます：「奉仕の第三部門
である社会奉仕は、地域社会における積極的平和を目指すことにより、クラブの所在地域または

行政区域内に居住する人々の生活の質を高めるために、時には他と協力しながら、会員が行うさ

まざまな取り組みから成るものである」。ロータリーのパートナー団体である経済平和研究所は、

「積極的平和」を「平和な社会を作り、維持するために必要な行動・姿勢、組織、構成」と定義し、その

要素には、「良好なビジネス環境、資源の公平な配分、情報の自由な流通、高レベルな人的資本、他

者の人権の受容、低レベルの腐敗／汚職など」が含まれます（22-78）。 

クラブ
訴訟：地区に対して訴訟が起こされたり、訴訟が継続されたりした場合、RI理事会は、訴訟を起こ
した／継続したクラブまたはローターアクトクラブ、あるいは訴訟を起こした／継続した会員ま

たはローターアクターを有するクラブまたはローターアクトクラブを､加盟停止または終結する

権限が与えられます（22-38）。

クラブ・地区支援担当室 2022 年 5 月
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たはローターアクターを有するクラブまたはローターアクトクラブを､加盟停止または終結する

権限が与えられます（22-38）。

クラブ・地区支援担当室 2022 年 5 月
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クラブ理事会の議事録：理事会のすべての会合後30日以内に、書面による議事録を全会員が
入手できるようにするべきです（以前は60日以内）（22-07） 。

クラブ財務
クラブ人頭分担金の増額：よりよい支援をクラブに提供するため、RI人頭分担金は、
2022-23年度には半年ごとに米貨35ドル50セント、2023-24年度には半年ごとに米貨37ドル
50セント、2024-25年度には半年ごとに米貨39ドル25セント、2025-26年度には半年ごとに
米貨 41ドルとなります（22-46）。

審議会 
立法案：地区は、クラブ提案の立法案と同様の承認手続きによって、規定審議会に制定案を、決
議審議会に決議案を提出できるようになりました。地区が提案する制定案と決議案は、地区大会、
地区立法案検討会、RIBI地区審議会、またはガバナーの実施するクラブ投票によって承認を受け
なければなりません（22-56）。 

採択された決議案：RI理事会は、決議審議会の終了から1年以内に、審議会によって採択され
た決議にかかわるすべての理事会の決定について、全地区ガバナーに通知することが義務づけら
れます（22-69）。 

地区 
ゾーン内のセクション：RI 理事会がゾーン内のセクションを新設、変更、廃止する際にクラ
ブの過半数の承認を必要とするという規定が廃止されました（22-28）。 

地区の境界変更：地区の境界の変更基準が変更されたことにより、RI 理事会は、クラブ数が 
20 未満またはロータリアン数が1,100名未満の地区の境界を変更、またはそれらの地区のクラ
ブを近隣地区に統合、あるいはクラブ数が100またはロータリアン数が5,400名を上回る地区
を分割することができるようになりました（22-72）。 

試験的プロジェクト：RI理事会は、 影響を受ける全地区による承認を得ることを条件とし
て、RIBIおよび／またはオーストラリアとニュージーランドを含むゾーン内のクラブの管理方
法として試験的プロジェクトを創設できます（22-71）。

ガバナーの選出：候補者推薦の提出の要請は、指名委員会への推薦の締切日の少なくとも2カ
月前までに行われなければならないことが明確になりました。また、後継者の選出が既に完了し
ている場合におけるガバナーノミニーとガバナーエレクトの空席を埋めるための手続きが明確
になりました（22-61）。
 

2022 年 規定審議会  クラブと地区に関連する重要な変更 

クラブ・地区支援担当室 2022 年 5 月
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会員 
公平さとインクルージョン：すべてのロータリークラブとローターアクトクラブが構築に
努めるべき「バランスの取れた会員基盤」の定義の一部として、多様性に加えて公平さとインク
ルージョンが追加されました（22-10）。 

所在地域：会員がクラブの所在地域に住居または事業場を有するという要件が廃止されました
（22-13）。 

入会候補者：正会員はどのクラブに対しても入会候補者を推薦できるようになりました
（22-14）。 

衛星クラブ：衛星クラブの会員は一つのスポンサークラブのみの会員である必要はなくなりま
した（22-15）。 

RI委員会 
ローターアクト：ローターアクターはRI委員会の委員を務めることができるようになりまし
た（22-18）。

RI財務 
年次報告書と予算：すべてのクラブとローターアクトクラブは、RIの年次報告書と予算をRI
ウェブサイトから入手できるものとすることが規定されました（22-54）。 

RI役員 
RI理事：RI理事および理事指名委員会委員の資格条件から、ロータリー研究会と国際大会への
出席という条件が削除されました（22-21）。 

元役員という立場：RI理事会は、そのような決定が下されるべきではない理由を元役員が述べ
る聴聞の機会を与えた後で、ロータリアンの元役員身分を剥奪する権限が与えられます
（22-27）。 

クラブ・地区支援担当室 2022 年 5 月

2022 年 規定審議会  クラブと地区に関連する重要な変更 

2022年7月16日（土）　16時～
第2790地区　規定審議会報告会が開催され、
2022年度規定審議会地区代表委員　得居　仁　PDG
より詳細に報告していただきました。 当日資料

地区HP掲載
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プレナ幕張 三井アウトレットパーク幕張

海浜幕張公園 見浜園

ひび野二丁目メッセ

提携駐車場
P

海浜大通り
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２０２２－２３年度
国際ロータリー第２７９０地区地区大会
「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、
 千葉から世界を変えていこう！」

松戸　本土寺

松戸　二十世紀梨

ホテル ザ・マンハッタン
〒261-0021 千葉市美浜区ひび野2-10-1
TEL 043-275-1111   FAX 043-275-1197

アパホテル＆リゾート 東京ベイ幕張ホール
〒261-0021 千葉市美浜区ひび野2-3
TEL 043-296-1112  FAX 043-296-1512

１０月８日（土）ホテル ザ・マンハッタン
 ９日（日）
ご挨拶
国際ロータリー第２７９０地区ガバナー
小倉純夫（松戸ロータリークラブ）

ご挨拶
地区大会実行委員長　中山政明

１２：３０ 受付
１３：００ 開会点鍾
１６：３０ 閉会点鍾
１６：３０ ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 受付
１６：４５ 開会
１８：４５ 閉会

２０２２年

Schedule

まだまだコロナの影響はありますが、3年ぶりの2日
間開催で企画しました。地域の元気を集め、世界を
変えていくきっかけの一日としたいと思っています。
どうぞお集まりください。

実行委員の叡智を結集し、地区の伝統を重んじながら
新たな工夫を尽くしたつもりでございます。地区内
ロータリアンのご協力を賜り、当日を迎えたいと念じて
おります。どうぞご参集ください。お待ち申し上げます。

１日目 2日目２０２２年１０月８日（土）
会場：ホテル ザ・マンハッタン

0８：３０ 受付
0９：３０ 開会点鍾
１２：２０ 演奏「大原保人スーパー・ジャズ・カルテット
　　　　　　　　　　　specialguest  渡辺真知子」
１４：００ 記念講演　俳優　高橋英樹
１６：００ 閉会点鐘

２０２２年１０月９日（日）
会場：アパホテル＆リゾート
 　　　　　　東京ベイ幕張ホール

アパホテル＆リゾート〈東京ベイ幕張〉敷地内
東京ベイ幕張ホール

「千葉から世界を変えるフェスタ」
（千葉物産展・寄付促進ブース）

同 時 開 催１０月９日（日）

ホテル ザ・マンハッタン

★参加者には特典があります。
★ロータリアンから出展者を募集しています。

９：００～１7：００

アパホテル＆リゾート
東京ベイ幕張ホール


